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家 蠶 幼 蟲 の 成 長 曲線 に 就 て
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（昭 和四 年二 月 二 十 H 受領 ）

暮

材料 及 び 圖 示 の 方法

實 瞼結果 竝 に 理 諭 的 解釋

A 　第 五 齡幼蟲麗重 の 成 長 遮 慶 曲 線

B　 第 五 齡體績 の 成長速度 曲 線

G 　第五 齡絹 絲 腺 重 の 成長速度曲綜

1 緒

槇 太

　 D 　第 五 齡體 重 の 成 艮 と體積 の 成長 と の 比 較

　 E　第 五齢盟量 の 成長 と絹絲腺重 の 威長 との 比 較

　 F 第 四 齢體重 の 成
一
長速 度山線

lv　 結　論

V 　總　指

論

　家 蠶幼蟲 の 成長 に 開 す る 硯究 は 頗 る 多 く K − LLNER 氏 、築塚 博士
、 川瀬 博 士 及

び 大 川 博士 は 榮養 或 は呼 吸 の 方 面 よ b 之 を 考察 し 、
LIJcmNI 及 び Le　Mo ．NT　．Lco

兩 氏は 家蠶 幼 蟲崟 期 の 體重 を測 定 して 其増 加 の 状 態 を研 究 し 、
　OSTWALD 氏 は此

等 兩氏 の 結 果 に基 き威 長 曲線 の 理 論 を應用 し、 幼 蟲 期は 競 皮時 期 を 成 長 の 遲 滯

黙 と して 三 個 の S 字 歌 曲線 を構成 す と稱 せ b 。 帥 ち家 蠶 は 通常四 囘 の 蜆 皮 期

あ る を以 て 第一齢 、 第二 齢 は 第一 の S 字状 曲線 、 第三 齡 は 第二 の S 字 駿曲 線

に し て 、 第四 及 び 第五 齡 は 第三 の S 字 默 曲線 を構 成 す る もの とせ b
．

　1926 年 八 木 博士 は 稍 多數 の 個體 の 體 重 及 び 鱧 積 竝 に 絹 絲腺 の 増 加 を 日 々 測

定 し 、 家 蠶 第 四齡 及 び 第五 齢 の 成 長 曲線 を研 究 し 、 各 簗 養 期 間 中體重 體積及 び

絹絲腺重 の 成 長 曲 線は 何 れ も ROBERTS   N 氏 の 提唱 ぜ る “lono11101ecLdar　auto −

catal ｝
’iic　 reae も沁丑 の 一 次 方稈式 に 依 b て 計算せ られ且 各 齢 共二 成 長 圈 （TWO

gmw むh　e．vc ］es ）あ る こ とを主 張せ られ た う， 同博 士 の 二 成 長 圈の 主 張は 1928

年十
一

月上 旬蠶 絲 專門 學校 講演 會に於 て も之 を維 持 せ られ た b 。

　然 る に 余は 先 年 少 數 の 第五 齢 幼 蟲 の 體重 の 測 定 を行 ひ た る に二 残 長 圈 に 分離

一せ ざ b しを 以 て 同 博士 の 結 論 と根 本 的 に 差異 あ る を 威 じた b 。 茲 に 於 て余 は 同

博 士 の 實驗結果 を墓礎 と し同博士 の 操 用 せ る計算法 と全 く別 の 方 法 を以 て 計算

竝 に圖示 を な した る に 先 年余 が 得 た る 結論 と一 致 し第五 齢 及 び 第四齢 に 於 て は

艪 重 及 0囎 積 の 増 加 に 均
一

な る威 長 を な し二 成長 矚 に 分離 す る もの に非 ざ る の

結 果 を得 た b。 隨 つ て 同 博士 の 二 成 長 圈 の 存 在 よ b演 繹せ られ た る 總 て の 結論

とは杢 然 反對の 結 果 を 將來 せ るの み な らず 、 同博士 は 勿論 、 多數研 究者 の 閑 却

せ る幾 多の 興味 あ る事實 に逢 着 せ る を 以 て
、 以下 同 博士 の 成 績 とzト塚 、 大 川 兩

博 士 及 び 余 自身の それ と を 比 較 し以 て 余 の 得 た る 結論竝 に之 が理 論的解釋 を試

み ん と す。
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　本 報告 を なす に 當 う恩師 田中博士 に 多大 の 援 助 を得 た b。 禽 井 上 博士 竝 に同

僚 中島農學 士 及 び 山 本君 に陰 陽共 に援 助 を得 た b
。 記 し て 威謝 の 意 を表 す 。

II 材科及び圖示 の 方法

　 八 木博 士 は 春 期 に於 て數 品種 の 家蠶 を材料 と し温 度 24℃
、 關 係濕 度 72％ の

室 に於 て 飼 育 せ b。 而 して 體重 及 び 絹 絲腺重 の 測 定 は 毎 日午後 四時 L
品種 に 付

き五 十頭 宛 を供用 し體積 の 測定 は 同 數の 個體 を用 ひ 測 定罎中に水 を 入れ 供 試個

體 の 水 の 置 換量 を記 載 せ b 。 爾 同博 士 は 飼 育 に 際 し桑 葉 の 給 與 は 連 績 して 行 ひ

た る 竜の な b 。

　 然 る に余は 秋 期 に於 て温 度 25℃
、 關係濕 度 75％ の 室 に於 て飼 育 し 、 毎 日午

前八 時 、 三 十頭 宛 の 體重 の 測 定 を行 ひ 供試 せ る 品種 は 三 品種 な b
。

又 卒塚博士

は 一 品種 に し て春期 に濃 度 24℃
、 關係 濕 度 亙5％ の 室 k 於 て 、 徇大 川博士 は 一

品醗 數 剛 恆 媼 度 2sec 前後 の 室 1ど於働 育せ る 朸 を供 用せ ウ。

　以 上 八 木 溥士 、 卒 塚 博 士 、 大 川 博聿及 び 余の 結 果 に飼 育時期 に 差 こ そ あ れ何

れ も温 度 24°− 25℃
、 關係濫 度 72− 75％ の 範圍 に在 る を以 て 何 れ も略 ≧同一一fX

件 の もの な b と稱 し得べ しv

　爾 圖示 の 方法 ば 次 の 三 種 を 探用 せ b 。

　 （1）　 成長 曲線

　測 定せ る期 日 を 横 軸に と b縱 軸 に は 各期 日 に 於 け る測 定 實數 を示 し夫 等 の 各

點 を 連結 す る 曲線 を描 け b。

　 皀卩ち體重及 び 體 積の 測 定結 果は 貧 oBERTsoN 氏 の Monemolecular 　autoeatalv −

tic　reacdon の 方程 式に依 ら表は さ るべ き曲線 を得 。

’

　徇 體重 と絹 絲 腺重 との 比 較 を な さ ん とす る 場 合 に は 縱 軸の 目盛 を替 へ て 兩 者

を 同一 圖 に示 せ ）t3

　 （2）　成 長 速 度 曲線 　 　　　　 　　　 　　　 　　　 　　
’

　以上 の 如 き成長 曲線 を檢 す る に 最初は 稍成 長 速 度 鈍 く、 中期頃 に 至 1） て 最 大

とな b其 後再 び 減 退 す 。 依 つ て 毎 目の 體重 、 體積及 び 絹 絲腺重 の 増 加 量 を琵 或

は 立 方 糎 の 單位 を以 て 表 せ ば 成 長 速 度 を示 す 曲線 を得 べ し。
此 の 曲 線 は QUE−

丁肌 ET の 曲線 を 描 き前逑 の 成 長 曲線 の monomolecular 　 autocatalytic 　 reaction

の 曲線 と全 く
一 致 す 。 而 して 余 は 主 と して 此 成 畏速 度 曲線 を分 析 し て成長 の 状

態を 攻究 せ be

　 （3〕 關係 的成長 曲線

　單位の 異 る二 種 の 測 定結果 例 へ ば 體重 と鱧 積の 増 加 の 朕態を比 較 せ ん とす る
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揚 合 に は 日 々 の 測定結果 の 最大成 長量 に對す る 百分牽 （」
“ ．一セ ン の を以 て 曲 線

を 描 き二 種 の 成 長の 比 較 に便 せ b

　以上 三 種 の 圖 表 は 何 れ も算術 的方 眼 紙 を用 ひ た らc

　　　　　　　　　　　 III 實驗結果竝 に理論 的解釋

A 　第 五 齡幼 蟲體重の 成 長蓮度曲線

　余 の 得 た る 結 果竝 に 八 木 博士 の 材料 を 摘錬 す れば 第一 表 の 如 し
。

　［第一
表 ］ 第 五 齡 蠶一頭 の 日・・k・ova 重及 び 口 々 囎 韻 （9・i・ ， を 示 す 。

　 　 　 　 　 　 日 々 の 増加 量 ＝（前 日の 實 測 結 果
一

當 口 の 實 測 結 果 〉、壹 頭 4 均 以 F同 斷 り

緬蠶 ロー〇 七 號 休 暮 ）　國蠶 日一號 （木暮 ，
．一一

國 蠶支 九 號 （八 木 ｝

「

　 青 　 熟 　 詮 （八 木 ）

目　
’ 一一 一一

1
　 　 　 　　 口　々 の
實 測結果
　 　 　 　　壌 加 量

　 　　 　 　 日 々 の

實測 結果
［

　 　　 　 　櫓 力［1 童
實測結果

日　々 　の

禰 加 量
實測 繧果
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　即 ち H 々 の 塘 加量 を觀 る に國 蠶 H − 〇 七 號 嫁 蠶 の 品 種 名 以 下同斷 ） （木暮 ）

及 び 國 蠶支 九 號（八木 ）の 如 く第五 齡 初 日 よ b逾 次 増 加 し中期 頃 に 至 b最 大 とな

登又 其 後塘 加 量下 降す 。 國蠶 日一 號（木暮 ）及び 青熟 ♂（八 木）に於 て は 中期頃 に

増 加 量 の 減 退 せ る 時期 あ る を觀 る べ し 。

　今 比 較 的 多 數 の 個 體 を測 定 し最 も代表 的 な b と思惟せ らる 丶 八 木博 士 の

Szegzard 及 び 世界 一 の 兩 品 種 の 體 重 の 日 々 の 増 加量 を示 す 成長 浬 度曲 線 を 雄

及 び 雌 の 兩者に分 ちて其結果 を 吟味 す べ し。 （第
一

圖 、 第二 圖 ）

　Szes・zaTd に 於 て は 成 長速 度 の 最 高點 （皀卩ち尖頭 と稱 す ）は 四 日 目に 一 度 あ る

の みな b 。 然 れ ど も速 度の 増 加 は 四 日迄上 昇 し以 後 減退 す
。 此 關係 は 雌 雄 共 略

同一 の 傾 向 に し て 只 雌 に 於 て 七 日 目 に 速 度上 昇 の 如 く見 ゆれ ど も其 差 僅 少 な

b
。 即 ち Szegzard に於 て は 體 重の 塘 加 は 一

囘 の 加 速 度 的成 長 を な し決 し て二

囘あ らざ る な b。
八 木博 士 の 唱 ふ る が 如 き二 個 の 炭 長 圈に分離 せ ず均一 の 成 長

を なす もの 獄 b と も稱 し得 らる べ し c

　次 に 世界 一 の 曲線 を觀 る に 雄 及 び 雌 共 に二 個 の 尖頭 を有 し其間 、 明 に 成 長 の

遲 滯 點 あ b。 之 を以 て 八 木 博士 の 如 く二 成 長 圈 な 6 と稱 す る の 妥當 な るや 否 や

後節 に於 て論述 すべ し。

　 以上 Szegzarcl及 び 世界一 の 兩者 に 於 て は 其 成長 大 い に異 な b前者 は 一 つ の

均一
な る 成長 を な し後者 は 二 つ の 成長 を な す 。 依 つ て余 の 結 果 竝 に 八 木 博士 、

李 塚 博士 及 び 大 川 博士 の 結 果 を綜合 す る に Szegzard に似 た る もの は 國蠶歐 三

號 、 國蠶 日一
〇 七 號 （木暮 ）、 國蠶支 九 號雌 、 國蠶 支 四 號 ，青熟雌 （八 木）、 青熟

中棄雄 及 び 雌 （卒塚 ）、 國蠶 日一 〇 七 號 x 同支一
〇

一
甓 の 數囘 （大 川 ）、 之 に 屬 し、

世 界一
に似た る 竜の 礁は 國 蠶 日一 號（木 暮 ）、 國蠶 支八 號雄 、 青熟碓 （八 木 ）、 國

蠶 日一 〇 七 號 × 同支一
〇

一
驍（大 川 ）の

一
囘 に して 後者 は 前者 1こ比 し體 重輕 き晶

種叉 同一 品種 に て も雄之 れ に 矚 す。

　其 他該 圖 に於 て 觀察せ ら る Y 事 實は 一 個 の 尖頭 を 有 する もの は 第五 齡 中期 頃

に 於 て 最 高點 に逹 し後減 退 す　然 れ ども二 個の 尖頭 を有 す る 竜の は 第五 齡 の 初

期 即 ち二 三 日 目に 一 度最高點 に逹 し夫 よ b下 降 し再 五 六 日 目に 至 b最 高點 に逹

す る L と な 5
。

　1苛雌 は 雄 よ う竜速 度 高 き傾 向 あ う。

B 　第五齡 體積の 成長速度 曲縁

　八 木博 ：ヒの 測 定せ る青熟 A 雄 及 び 雌 竝 に 青 熟 B 雄 及 び 雌 の 冂 々 の 増 加 景 を

示 せ ば第二 表 の 如 し。

の

■
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1第二 表 」
青熟 A ．及 び B の 口々 の 體漬 の 彎 加 量 を 雌雄 に 分 ち て 示 す o

H
黹 　熟 A ｛八 本 】

 

123

啌

δ

青 　　熟 　B 　〔八 木） 1
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第　 四 　圖

　 　 　 　 第　三 　圏

　 　 　 　 青 　熟　B 　 ぎ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （八 木 ）一一一一一一 青 熟 B ♀

　 體積 の 成長速度 曲線 を示 す o

．一こ 、． §簽鯑 重 〔八 木 ）

絹 絲腺重 の 威長速度 曲線が 二 梱 の 尖 頭 を

有 す る を 示 す 。

　　日 々 の 増加 量 は 策孟齡最 初 よ う途 …欠増 加 し中期 に 至 う最 高 とな う後 再 び 下 降

す 。
此 現 象は 青熟 A 雄 及 び 雌 竝 に 青熟 B 雄 及 び 雌 何 れ に 竜觀 らる 丶 を 以 て 體

積 は 二 囘 の 加 速 度 的成長 を な さ 9
“
る を知 る

。 今青 熟 B 雄 及 び 雌 の 成長 速 度 曲

ti
線 を示 せ ば 第 三 圖 の 如 くに して 兩者 其代表 的な る Qu ｝：

’L：E−LE ’r の 曲 線 を 描 きた

　b 。 青 熟 A　も同樣の 曲線が 得 らるべ く第五 齡體積 は 明 に均 一 な る 成 長 を な す

竜の な b と稱 し得 べ し。

　 街雄 及 び雌 の 關係 を觀 る に雌 の 方 常に雄 に 比 し成長速 度 大 な る を觀 るべ く雌

は 雄 に 比 し膨 大 す るの 事實 を示 せ b 。

，
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21S 木　暮　楼　太

　先づ 第 四 鬮の Szegzard を檢 す る に體重 の 成長 速 度曲線は 一個 の 尖頭 を有 せ

し に 毛拘 らず 絹 絲腺重 に 於 て は 二 個 の 尖頭 を有 し然 も體重 の 成 長 速 度は 第五 齡

四 月 目に 最 高黯 に達 した る と同 樣に 絹 絲腺重 も同 日 に最 高點 に逹 し後 速 度減退

し營 繭前皇口ち第五 齢 六 七 日 目に 於 て再 び 最 高點 に逵 す 。

　次 に 第十圖 の 世界一
の 場合 を觀 る に 體重成 長 速 度曲線 に於 て も二 個 の 尖 頭あ

b しを以 て絹 絲 腺 重 の 成 長 速 度曲 縁 も二 個 の 尖頭 を 示 せ b。 而 して其 最高點 に

逹 す る 日 も鱧 重 の 最 高點 に 逹 した る 日 と一致 し三 日 日に 一・臥 最 高點 に逹 し五

日 目に 再 0撮 高點 に 逹 す 。

　之 を要 す る に絹 絲腺は 必 ず二 囘の 加 速度的炭 長を な し其 中間 に遲 滞點 を生 ぜ

b 。 之 八 木 博士 の 稱 す る 如 き二 成 長 圈 な b と も思惟 せ らる れ ども余 は 更 に後節

1こ於 て 此 事 實を 吟味 し八 木博 士 の 如 き理 論 を以 て二 成 長 團 な b と論 斷す る の 可

否 に つ き記 さ ん と す
。 　　　　　 ．

　絹 絲腺 重 の 成長 速度 は 雄 雌 に於 て 其差僅 少 な b 。 此 事實は 前 述 の 如 く體重及

び 體 積の 哉 長 速 度 に於 て 雌 は 雄 に 比 し蓬 に 大 な る 事 實 と對比 し て 考 察 す る時 は

吾入が 繭 の 重量測 定の 場合 に 於 て 絹 絲量 と蛹 體 重 との 比 は 雌 が 雄 に 比 し常 に 小

な る こ と を證 する に 足 る もの に して 李塚 博士 の 研 究 1ζ於 け る如 く絹 絲物 質構 成

に 於 て は 雌 雄 大 差 な けれ ど も雌 は雉 に比 し體組織 と なる 量 多 き結果 と
一 致 す 。

C　第 五 齡絹絲腺重 の 成長速度 曲線

　前記體 重の 成 長 速 度曲 線 を 示 せ る Szegzard の 雄 及 び 雌 竝 に 世Sl−一の 雄 及 び

雌 は 絹 絲腺 の 重 量 を も測 定 せ られ た る を 以 て 其域長 速 度曲線 を描 けば第 四 圏及

び 第五 圖の 如 し。　　　　　　　　 a

D 　第五 齢 體重の 成長 と體積 の 成

　　 長 と の 比 較

　 八 木 博士 は 青 熟 A 雄 及 び雌 竝

に 青 熟 B 雄 及 び 雌 の 體 積 を測 定

し 、 叉 鱧 重 の 測 定 を な し ftる は 青

熟 B 雄 及 び雌i竝 に青 熟 A 雄 雌 混

合 な る を以 て 體重 と體積 との 比 較

は 青熟 B 雄 及 び 雌 に 就 き行 は ん

と す。 今體 重 と體積 との 實測 結果

竝 に 目 々 の 増 加 量 を示 し、且 兩 者

は 單位 を 異 にせ る を以 て 最 大 成 長

量 の パ ー セ ン 1・を以 て表 は せ ば第

三 表 及 び 第 四 表 の 如 し。

　 　 　 　 　 　 第 　 五 　圓

　 　 　
一 一一一

世界一　♂
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （木 八 ）
　 　 　

一一一一一一一一一一
世 界一　 古

絹絲重 の 成艮速度 曲 線 が 二 個 の 尖 頭 を 有す る を 示 す o

■
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［第三 表 1　（青熟 B ． ♀）

　 青 熟 B 雑 の 體 重及 び 體積 の 實測 結 果 、 最大戊 長量 に 對 す る 百 分率 及 び 口々 の 櫓 加 量 を示 す o
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［第四 表 ｝　（青熟 B ・δ ）

　青 熟 B 誰 の 軆重 及 び體讀 の ！『〔灘結果、最大成長量 に 對 す る 百 分 率 及 び 日 々 の 丿曾加 量 を 示 す 。
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　 第 三 表 に於 け る 青 熟 B 雌 の 體重 と體積 と

の 成長 比 較 に於 て 其 最 大 成長 景 に男 す る各 日

の 百 分率 は 接 近 し殆 ん ど膿電 體績 とが 同一 歩

調 を以 て 成 長 を な．す こ と を 窺知 せ らる
。 即 ち

青熟 1雌 iは 體重 の 日 々 の 増 加 量 を觀 る に 中期

頃 に於 て 増加 景 減退せ ぎ る を 以 て體重 と體積

とが 全 く卆 行 に増 加 す e

　 然 る に 第 四 表 に 於 け る雄 の 揚 合は 體 重 の H

々 の 膾 加 量一は 中期頃 に 至 pt
一

旦 減退 せ る を以

て 此 場合 に 於 け る體 重 と體 磧 との 戎 長 の 關係

を 一 層 明瞭 に なす を要 す
。 師 ち第六 圖は 關係

的 成 長 速 度 曲緑 を以 て 此 關 係 を 表 せ b
。 體 重

日 々 の
．
墸 加 量 は 三 日 日に 於 て減退 す れ ど 患體

積 の 成 長 は 如斯 き こ とな く均 一 の 成 長 を な す

を 以 て 、 此 時期 に較差 大 とな る を觀 るべ し。

　 茲 に 於 て余 は 體重 と體積 の 成 長 は 八 木 搏士

の 稱 す る 如 く李 行 す る もの に 非 ず して 、 體 璽

の 成 長速 変減 退 す る 場 合 輔 豊積 は 毫 も減退 せ
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　 一一一一一　青熟 B 否 艘 重
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （八 木 ）
　 一一一一一　青 熟 B ，9 體積’
最熟 B8 の 體重 と 豊積 と の 成 畏 の 比 較
を關 係 的 威 長 顧線 を以 て 示 す a
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　 ψ

ず 均一 の 成 長 を な す と も稱 し

得 べ く隨 つ て 家蠶幼蟲の 比 重

は 時 期 に 依 b て も異 な る 1 と

あ る を知 b得 た b
。

E 　 第五 齡體重 の 成 長 と絹絲

　　腺重 の 成長 との 比較

　前 述 の 如 く八 木博士 の 測 定

せ る　Szegz是浩rd 及 び世 界
一一一

兩

品種 は 體 重竝 に絹絲腺 重の 兩

者 を調 査 せ られ 、 然 も兩品 種

は 同
一

時期 に 飼 育せ られ た る

を以 て體重 をミ則定せ る個體 も

絹 絲腺重 を 測 定せ られ た る 幼

蟲 も略 同
一

條 件 に 在 うた る

竜の と思 惟 し、 此 兩者 の 成 長

ー
　
　
　
　
厂
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　 　 　 　 　 第　 八 　圖

　 　 　 　 　 世界
一

委

　 　 　 　 　 　 體　　重
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （八 木）
　 　 一一一一一　絹絲腺重

世 界
一 El’の 齢 重 と 絹絲腺 重 と の 戒長 曲 線

を 示 す o

　 　 　 第 　七 　圖

　 　 　 Szcgzard　8
　 　 　

− 一一
體　　 重

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔八 木  

　 　 　
一一一一一

　絹 絲 腺 重

ドz鋸 zard δ の 盟重 と 絹絲腺重 と の 威長
曲線 を示 す o

を 比 較せ b 。 八 木博士 の 結 果 を觀

る に 體重 測 定 に供 用 せ る幼蟲 竜絹

絲腺重 を測 定せ る 幼蟲 も第五 齢期

の duratien 相 同 じきを 縁 て 此 兩

者 を 比 較せ ば 體重 と絹絲腺重 との

成 長 關係 を推 定す る の 妊 資料 た る

を失 は ざ る もの と信 ず 。

　余 は 既 に絹 絲腺 は 二 囘 の 加 速 度

的成 長 を な し然 も第
一

囘 の 速 度最

高 日 は 體重 の 最 高 日 と一 致 す る の

事 實 を 知 れ ）
tc 此 關係 を 一 層 精 細

に檢せ ん た め 且 は 體 重 と絹 絲腺重

が 全 く李行 に 進行 する 竜の な うや

否 や を臉 せ ん た め 體 重 及 び 絹 絲 腺

重の 最初 日の 測 定結 果 を 同 一 點 ll

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

家 蠶 幼 蟲 の 成 長 曲 線 に 就 て ？2ユ

在 らしむ る様採 b 、 兩者 の 曲線 を同
一 圖

、
上に 示 す こ と

’
s せ b 。 （第 七 圖 、 第 八 圖 ）

　而 して其 威 長 曲 線の 前 牛期 を 臉 し體重 と絹絲腺 重 第
一 囘の 加 癌 度的成 長 との

關係 を 吟 嗤 せ ん とす。

　第 七 躍の Szε gzard 雄 の 場 合 を檢 せ ん に第五 齡 五 日 目迄 は 鱧重 と絹絲 腺重 と

の 成 長 は 稍卒 行 を なせ ど も第五 日 目 に 於 て は 絹 絲 腺重 は 體重 に 比 し較差 を生 ぜ

b 。 第八 圃の 沮界一 雄 の 場合 に も同樣に し て第 四 日 目に於 て較差 大 な る を觀 る

べ し 。 然 れ ども體重 と絹絲腺重 の 較差 は 精 細 に 檢 すれ ば 毎 H 其 較 差 は 少 し宛壇

大 し SzegZとα Li に 於 て は體 重 の 成長 速 度減暹 せ る 第五 日 口に 於 て 、 世 界
一

に在

b て は 第 四 日 目に 於 て 共 に其 較 差 最 大 とな る e

　此 事實は 一 見 不 可 解 の 如 く思 は れ ど 竜卒 塚 博士 の 測 定 せ る青熟 中策種 の 體重

の 増加量 と食 下量 との 關係を觀 察 し以 て 之 が 解釋 を な さ ん とす。 （第五 表 ）

　 1第五 表 1
　 　 　 　 　 　 　 青熟中楽 の 日 々 り 體重 」曾擁 量 及 び 食 下 絶對 量 を示 す o （不塚 ｝

1　　　　 青 　熟　中 集　 8　　　　1
　　　　　　　　　　　　1

青　熟　 中 菓　　♀
　　　　　　　　　一　　『

．四
々 の 暫 榊 磁 口 々 の 食下龜 對 量 日 々 の 體 重 」曾加 量 日 々 の 食 下 絶 對 量

一
　　　　　　　　　 gr　　 　 l

一
匁 9 「 匁

一　　　　　　　　　　　i　　　　　　躍
冖 一 一

1　　　 ∩漣 3　　　 1 藍13 o．71⊃ 506
　　　　　　　 1

〔，、85 遵51 o．7Σ　 　　 　
’ 52り

0．〔鑷 537 ｝．  3 6呂6

057 52δ o、53 6二7

oJl ≦52 α17 〔｛〕7

　皀卩ち食下 絶 對量 と B 々 の 増 湘 量 と を比 較 せ ん に 特 に雄 の 場 合 に於 て は 體重 の

塘 加 量 は 第 四 口 駅 こ於 て減 退 の 傾 向 を 示 せ る に 食下 量 は 四 日 日は 其 前 日三 日 目

に比 し非 常 な る壇 加 を觀 るべ し e 之 即 ち幼 蟲の 體 電 の 測 定 は食 下 せ る 桑 葉 の 窮

響 を受 け る こ と大 に して 特 に 此 關係 は 體重 の 炭長 速 度 の 減退 期 に 大 とな る もの

な b． 而 し て絹 絲腺 重 の 如 き桑 葉 の 影響無 き もの が眞 の 成 長 速 度 を示 す もの な

らん と角早せ ら る
。

　爾八 木博士 の 論 交 中に 觀 ら る LSzegzarcl 及 び 世 界 一 の 雄 及 び 雌 の 醴 重竝 に

絹 絲腺 重の velocity 　constant ｝ま 伽 5も cycle に 於 て は 雨者 略 ミ
ー 致せ る 結果 を 示

せ る は 明 1こ體重 と絹 絲腺重 は 前 期 に於 て は 同
一

の 成 長 を な す こ とを 暗 示 す る も

の な るべ し 。

　之 を要 す る に 絹絲 腺第一 囘 の 却 速 度的成 長 は 體重 の 成 長 に伴 ひ他 の 組 織器 官

と卆 行 に成 長 し rg−一囘 の 加速 度的 成 長 の 減退 す る に及 び 絹 絲腺 は 更 に第 二 囘の

加 速 度的 成長 を なす もの な b 。
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　前述 の 如 く第五 齡 絹 絲腺の 成 長 は 常 に 異常の 發 逹 を逾 げ其 末期 に 於 て は 鱧重

の 二 三 割 を 占む。 茲 に於 て余 は 體重 の 全 量 よ b各 測 定 日 に相當 す る絹絲腺の 重

量 を減 じた るit　bの 體重 の 成長 速 度 曲線 を描 きた る に 第九 圖及 び 笛十 圖 の 如 く
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　 　 　 　 　 　 第 九 圏 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ＋ 圖

　　＝ ＝ 離齠 蠶郵 林 ）　 　 二 r二二 膝：靉重渕 ・・

　 Szegzard 　體 重 よ η 絹 絲 腺 重 を減 じ た る 建 　　　　　　世 界
一體 重 よ り 絹 絲腺重 を減 じたる 殘量 の

　 量 の 成長 遠 度 曲 線 を 示 す Q 　　　　　　　　　　　　 成長 速度曲線 と示 す 。

　即ちSzegzardに於 て は 體重成長速 度曲線 19−一個の 尖頭 の み に して 絹 絲腺重 を

差 引 きた る體重 の 成長 速 度 曲線 竜亦 同樣 に一 個 の 尖頭 を有 す る 曲 線 を得 た b。

　叉 世 界 一 の 場合 に 於 て は體垂 成 長 速 度 曲線 は 二 個 の 尖頭 を存 せ しに も拘 らず

絹 絲腺重 を 減 じた る 殘 量 の 成 長 速 度曲線は Szegz島rd の 場合 と同 じ く一 個 の 尖

頭 とit　b普 逋 の Q （JETELET の 曲線 となれ う。

　之 帥 ち體重 中特種 の 成長 を な す 絹 絲 腺 を除 きた る 他 の 器 官及 Pt組織 の 成 長 は

均 一
の 成 長 を な し毫 も二 囘 の 加速 度的 成長 を な さず 。 隨 つ て 八 木 博士 の 如 き意

蝋 こ於 け る二 成長 圈 の 存 在 は 聊 事 實 と相 異 す と稱 すべ し
。 蓋 し前 述の 如 く體重

の 成 長 速 度 曲緯 に 於 て 一 つ の 尖頭 を有 す る もの 或 は 二 個の 尖頭 を 有 す る もの あ

る は 第五 齢 後期 に 於 け る絹 絲腺特有 の 成 長 速 度の 大小 に依 b左 右 せ らる 所 大 な

るべ きを思 は しむ
。

　　　　　　　　　　 F　第四 齢體重の 成長逕度 曲線

　八 木博士 の 第四 齢 の 實驗 材料 は 少數に し て 一概 の 結論を 下 し得 ず 。 然 竜同 博

士 の 材料 の 申 に も既 に 二 成長 圏 を示 さ Y らし もの あ るは 同傅士 も認め た る 所 に
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して特 に 絹 絲腺重 の 成長 に於 て は 四 例 中三 例 は 二 成圈 の 理 論 に該 當せ ざ b しな

b 。 余 は 本報告 に は絹絲腺重及 び 體 積の 成長 に就 きて は 姑 く之 を 措 き體重 の 成

長 に蕊 き吟味 せ ん とす 。

　八木 博士 の 測 定 した る 中比 較 的多數 の 個 鱧を 取扱 へ る 國 蠶 H −一號 及 び 國蠶 支

四 號の 日 々 の 増 加 量 を 表 示 せ ば…爽表 の 如 し。
（第六 表 ）

　［第六 表 1
　 　 　 　 　 　 　 　 國蠶 口・一號及 び 同 支 四 號 の 日 々 の 體重蠻加量 を 示 す 。

口

國 蠶 日
一

號 （八 叡 ） 國 蠶 支 四 號 r八 木 ）

實 測 結 果 　ノ 日 々 の 繪 加量 實 灘 結果 日 々 の 絢加量

＿」

O19

】

34

ド

　 璽「

O．192e

．3050

．4050

．6370

．7420

．847
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o．232t
’．10δ

0．10b

　 9 「

0．1謡

o，3060

，4560

、5911

〕．7gsO

．896

　劉

〔．1．51t
’
　．lbt）

t〕．ILIsL
’・．三り壬

〔1．oy＆

　EPち國蠶 日一 號に 於 て は 完杢 に 一 囘の 加速 度的 成

長 をな し 、 國 蠶 支四 號 に於 て は 其 關保 不 嘆 な b 。 茲

に 於 て余 は 比 較 的 多數 の 個 體 を測 定せ る大 川博 士 の

國 蠶 日一 〇 七 號 X 同支一 〇
一 號の

一 二 例 を觀 る に何

れ も第十
一 圈に示 せ る 如 く代表 的 の Q ℃ ET 肌 ET の 曲

線 を示 せ b。 大 川 溥士 は 其 他數例 に 於 て 時期 を異 に

し場所 を異 に し測 定せ る に拘 らず 常 に 均 一 な る 成長

を な し、 又 川 瀬博 士 の 實驗 例 も同樣 の 傾 向 を示 しだ

る を以 て余 は 第四齢 の 體 重 の 成 長 は 一 囘の 蜘速 度的

成 長 を な し
一 成長 な b と稱 し得 べ き も の と信 ず 。

IV 　結 論

　以上 の 結果 を逋 覽す る に 家蠶 幼蟲期各齢 の 蛻 皮時

期 を除 きた る 楽養 期問 は體 重及 體積 の 成 長 に 於 て は

一
つ の 加 速 度的 成長 を な し亳 も二 囘 の 加 逑度 的 成長

e．み

晦 ll

＼
＼

（

／
卜

聾

出
⊥
臼

　 　 　 第 ＋
一

躍
一
　　　 國 蠶 賢　一〇 ｛二號 × 同 支

一＿ 丙宝ず
△

｛・1・：Jll，

第 四 齡 の 體 重 成長 速 度 曲 線 が
一

個 の 尖頭 を有 す る を 示 す 。

をな さ ず。 此 意味 に於 て 八 木博 士 の 二 成 長 圈 は 一 成長 圈 な ）
「 と斷定 し得 べ し。

　然 れ ども第 五齢 絹 絲 腺 重 の 増 加 は 一 囘 は 體重 と同一 の 加 速 度的 成 長 の 影響 を

受 け最 高 の 成長 速 度 を 示 し鱧重 の 成 長 速 度 減退 と共 に 絹 絲腺 重 竜其 速 度滅 退

す 。
而 して 夫 と 同時 に 再 び 絹絲腺 特 有 の 加速 度的 成長 を 惹 起 す． 之 八木 博士 の

稽 す る 二 戎長 圈 を な すが如 く見 ゆれ ど竜同博士 の 聡す る 如 く單 に velocif ；y　coii 一
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stmlt が 二 つ の 異 な る 竜の あ る を 以 て二 成 長 圈 な b と断 定 せ る とは 大 い に其 趣

を異 す， 邸 ち第一 囘 の 加 速度 は 體重 の 夫 と同樣 なれ ど竜第二 囘 の 加 速度 は 絹絲

腺特 有 の S の な る を以 て 爾者の 加 速 度は性 質 に 於 て 異 な るの み な らず 、 其 大 小

は 品 種 に 依 ）1 飼育 時期 に依 b差 を 生 ず る 竜の な ）t と信 ず 。

　又 八 木 博士 の 稱 す る が 如 く絹絲腺 及 び 體の 器 官、組 織 は 共 に李行 の 過程を 辿

う成 長 を な す との 謝 ま根本 よ り異 な bDAVEXPORT 氏 の 稱 す る如 く體 の 或 る 器

官 の 戎 長 或は 刺戟 が體全 體 の 調 和 を失 は しめ 異 常 な る成 長 を な さ しむ る こ とあ

e
） と の 結論 に一 致 す 。 帥 ち絹 絲 腺 は 第五 鸛 中期 以 後に 於 て體 重 を構 成 す る 他 の

器 官組 織 と全 く異 な る成 長 を な す
。

夫 は 絹絲腺は 他の 器官組織の 如 く細胞 分裂

に 依 b成 長 を な す 竜の に 非ず し て 細 胞の 増大 に 依 る もの な れば な b 。 然 れ ど竜

絹 絲腺第一 囘の 加 速 度的 成長 が 體重 の 成長 と略 李 行 に増 大 す る は 興 味 ある 事

實 に して 第二 囘の 加 速 度的 成 長 は 絹 絲腺 中の 絹絲 物質の 蓄積 に 依 る 竜の な b 。

　即 ち家 蠶幼 蟲の 成 長 に 關 し八 木 博士 の 探 用 せ る mOllomolecu ！ar　a しlto ・cataiitic

reaction の 方程 式 は 之 を直接體重 、 體積 並 に 絹 絲腺 重の 戎長 に 應用 す る こ と困

難 に し て 何等か の 變革 を 加 へ た る後 始 め て 應用 し得 る に 止 2 る 竜の な らん と信

ず 。

　爾 體重 及 び 體 積 が 一 囘 の
、 徇絹 絲 腺重 が二 回 の 加 速 度的成 長 を な す原 因 に つ

き ては 今 省 不 明 に 鯒 す 。

V 　總 括

　 1・ 體重 の 成 長 は 一 囘の 加 速 度的成 長 を な す もの と二 囘 の 加 速 度的成 長 を な

す もの とあ b。 而 し て前者 に屬 す る 品種 は 比 較的 體電 々 く同一 品 種 中に て も雌i

に 多 く後 者 に屬 す る もの は 之 に 反 す
。 尚 前者 は 第 五 齡 中期 に其 速 度最 高點 に 遑

し後 者 は 第五 齢一 二 口 目及 び 五 六 日 目の 二 囘 に 最 高 點 に逹 す 。

　雌iは 雄 よ b 毛速 度 高 し。

　 2． 體 積 は 一
個 の 加速 度 的虜 長 を な し雌 は 雄 よ b も速 度特 に大 な b。

　 3・ 絹絲腺電 の 成長 は 必ず二 個の 加速 度的 成長 を な す。
一 つ は 體 重の 最高速

度 の 日 に最高點 に 達 し他 は 五 六 日 目 に最 高 點 とな る。．

　雌 雄の 成長速 度 は 大 な る差 な し。

　 」． 體 重 と體 積 との 成 長 は 必 ず し も李 行 す る もの に 非ず。

　 5・ 絹 絲腺 の 第
一 囘 の 加速度 は 全 く體 の 器 官組織の 加 速 度成 長 と同 樣 に し て

第二 囘は 絹絲腺獨特 の 成長 に し て 其成 長量 は 體重 を 支配 す る こ と 大 な b。 依 つ

て體重 よ b 絹 絲腺重 と減 じた る殘 量 の 増 加 は 體重 成 長速度 曲線 に 於 て ・一囘或 は

二 囘 の 加 速 度的成 長 を な す もの も常 に必 ず
一

つ の 加 速 度 的成 長 を な す
。

　 6． 第 四 齡 の 體 重 の 哉 長 も一 囘 の 加 速 的 成 長 を な す
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　丁． 家 蠶第五 齢 （第 四 齡 ）は 體重 及 び體積 の 増 加 は 二 成長 圈 に 分 離 せ ず。 尚 體

内器 官中絹 絲腺は 第五 齢末期 に 至 b特 有の 成長 をな し他 の 器 官組織 と卒行 の 成

長 を な さず 。
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資 料

海 膽 の 幼 生 の 骨 格

　　　　　　　　　　　　　 小 　野 　田 　勝 　造

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （京大動強學敏 室 ）

　海 膽 の 幼生 は プ ラ ン ク 塾 ン と し て、 又 發生 の 實驗 等 の 上 で 吾 々 に最 も親 しみ

の 深 い もの Y　一一つ で あ る が 、 從來 吾 國 に於 て 之 が研 究 に 係 る もの は 比較的 少 い

よ うに 思 は れ る 。

　筆者 は 昭 和二 年 の 夏 懶 戸 臨海研 究所 に 於 て s 駒 井敏授 指 導 の 下 に 、 入工 授精

か ら得 た 數 種 の 海騰 の 幼生 を観 察す る こ とが 出來 た
。

　海膽 の 幼生 は 各 種 それ ぞれ種 々 の 特徴 を持 つ て 居 るが 、 就 巾骨格 の 特性 は 最

も著 し V ・もの と言 は ね ば な ら鷓 。
加 之骨格 は 初 期 （幼生 時代 を 分 ちて 三 期 とな

す ） の 時 代 に 於 て 既 に二 三 の 要 因 を除 V ・た 外 、 其 特性 を現 は す の で 之 に依 つ て

容 易 に 種 別 を窺 ひ 知 る こ とが 出來 る の で あ る 。
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